
学校目標　「ふるさと古座川を愛し、心豊かにたくましく生きる児童の育成」 

自分をみがく夏！ 

明日から42日間の夏休みが始まります。子ども達には、しっかり遊んで、宿

題も忘れずきっちりして、普段できないような体験をいっぱいして欲しいと思い
ふ だん

ます。と同時に、自分をみがく夏にして欲しいと思っています。 

 
それは、たとえば得意なことを、更にレベルアップした内容に挑戦すること

で、「自分の得意」に自信を持つことであったり、また、苦手なことをもう一度やり

直すことで、「避けて通りたい」と思う弱い自分と闘うことであります。この努力をすることで、他人と比べるので
さ たたか

はなく、自ら輝く人間になっていくのだと思います。それは、勉強だけでなく、読書や作品作り、スポーツなど
かがや

何でもかまいません。さて、自分をみがく夏にするために、何を始めますか？ 

 
ところで、『のびる子(通知表)』には、子ども達の成長が記されています。ただ、○の位置だけに目を奪われるのではなく、

しる うば

努力してきたことにスポットを当て、次の頑張りにつながるような会話にしてほしいと思います。なぜなら、人は、結果がうまくい
がん ば

かなくても、途中の努力が認められれば、「努力は無駄ではなかった」と実感でき、再び新たな目標に挑戦することができるか
む だ

らです。学校と家庭が連動して、そんな子ども達を育んでいきたいと考えています。 
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「人生に必要な知恵は、すべて砂場で学ぶ」　 ロバート・フルガム（米国・哲学者） 

○学校では、勉強をすることで人生に必要な多くの知識を得ていきます。なのに『すべて砂場で学ぶ』とはどういうこ

となのか？　 この言葉には、２つの意味があると私は思っています。 

○一つは、砂場で遊ぶということは、道具を使ったり、穴を掘ったり、水を流したり、自分の意思で試行錯誤し、納得で

きるものを創造していきます。勉強も、誰かに与えられるのではなく、自分で答えを見つけ、納得していくことが大

切です。その方法は、すでに砂場で経験しているということです。 

○もう一つは、砂場で作り上げるには、ほかの人とコミュニケーションをとる必要があります。目指すものが違えば、話

し合わなければならず、時には、ケンカになることもあります。しかし、互いに折り合いをつ

け、協力して完成を目指します。あたかも、小さな社会と言えます。社会で必要な力は、学校

の砂場、すなわち、みんなとの遊びの中で身につけていくということです。 

○学校で学んでいるのは、知識だけではありません。むしろ、対人関係を築き、トラブルを解決

していく知恵を学んでいると言えます。

七夕集会 
　児童全員が、短冊に書
いた自分の願いを発表し
ました。願いを叶えるた
めの行動を、応援してい
きたいと思います。

            
 

７月２０日（木） １学期終業式 

８月１１日(金) 学校閉庁期間 

  ～２０日(日)  

９月　１日(金) ２学期始業式

学年発表(集会) 
 ○２年生では、国語の「スイミー」のまと

めとして、動きや表情をつけて演じてく
れました。スイミーと仲間が協力してい
くところが見所です。 

 ○３･４年生では、ハッチョウトンボの
見学を受け、「八丁蜻蛉新聞」にまとめ
て発表してくれました。また、息の合
ったリコーダー演奏も上手でした。 

 ○５･６年生では、修学旅行の見学場所
などをまとめ、調べたことやクイズ
も入れながら発表してくれましまし
た。「もう一度行きたい」が本音かな。 

社会見学(４年生) 
　社会科の勉強の一環で、
町内の小学校が合同でいろ
いろな公共施設を見学しま
す。今回はクリーンセンタ
ーに行きました。

 １･２年生の砂遊び 


